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はじめに

はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに
このたびは、（株）デジタル製 メモリローダⅡをお買い上げいただき誠にありがとうございます。

メモリローダⅡはGPシリーズのメンテナンス性の向上を目的とし、GPからGPへのデータの高速コ
ピーを実現しています。ご使用前に本書をよくお読みいただき、メモリローダⅡの正しい取り扱い
方法と機能をご理解いただきますようお願いいたします。

メモリローダⅡの対応機種を以下に示します。

(1) 本書の内容の一部、または全部を無断で複製転載することは禁止されています。

(2) 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。

(3) 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一誤りや記載もれなど、ご

不審な点がありましたらご連絡ください。

(4) 運用した結果の影響については、(3)項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承くだ

さい。

＜お断り＞
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安全に関する使用上の注意

 安全に関する使用上の注意

・ メモリローダⅡ接続は、感電の危険性がありますのでGPの電源を切ってから行ってください。

・ 表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。

・ 可燃性ガスのあるところでは、使用しないでください。爆発の可能性があります。

・ 電池の交換は、感電の危険性がありますのでメモリローダ Ⅱの電源を切ってから行ってくだ
さい。

故障しないために
・ 強い力や堅い物質でメモリローダⅡの表示部を押すと、表示部が割れ危険ですので押さえな
いでください。

・ メモリローダⅡを設置する周囲温度は、範囲外で使うと、故障の原因になります。

・ メモリローダⅡの内部に水や液状のものや金属を入れないでください。故障や感電の原因に
なります。

・ 温度変化が急激で結露するような場所での使用は避けてください。

・ 高温下での保管や使用は避けてください。

・ 直射日光の当たる場所やほこりの多い場所での保管、および使用は避けてください。

・ メモリローダⅡは精密機器ですので衝撃を与えたり、振動の加わる場所での保管、および使
用は避けてください。

・ 薬品が気化し、発散している空気や薬品が付着する場所での保管、および使用は避けてくだ
さい。

・ メモリローダⅡの本体およびディスプレイはシンナーや有機溶剤などで拭かないでください。

・ 消耗した電池をそのままにしておくと、液もれによりメモリローダⅡを傷めることがありま
す。長期間使わない場合は取り外しておいてください。

・ 電池のプラス（＋）とマイナス（－）の向きを表示どおり正しく入れてください。向きを誤っ
て入れると発熱の恐れがあります。

警告
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メモリローダⅡ
オペレーション
マニュアル

■ メモリローダⅡオペレーション
マニュアル（本書） 1冊

梱包内容

■ G P メモリローダⅡアプリ
ケーションディスク  2 枚
（メモリローダⅡデータ転送
ツールおよびGP-PRO/PB Ⅲ
for Windows95 画面転送ア
ドオンソフト）

■ メモリローダⅡ本体 1 個

品質や梱包などには出荷時に際し、万全を期しておりますが、万一破損や部品不足、その他お気
付きの点がありましたら、すぐに販売店にご連絡ください。

梱包箱には、以下のものが入っています。ご使用前に必ず確認してください。

■ＡＣアダプタ 1 個■ メモリカード 1 枚
（㈱富士通製 MB98A81273 4MB）

■ 単３アルカリ電池 2 本

梱包内容
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用語・記号 意味

GP 「はじめに」で紹介したメモリローダⅡ対応のすべての機種を

指します。

パソコン パーソナルコンピュータの略です。

GP画面作成ソフト 「GP-PRO/PBⅢ for Windows95」または「GP-PRO/PBⅢ for

Windows」を指します。

特に注意していただきたいことについての説明です。必ずお読

みください。

覚えておくと役に立つことや、使用する際のポイントとなるこ

とについての説明です。

関連事項の参照ページを示します。

＊ 脚注の用語解説で説明していることばです。

①　② 操作手順です。番号に従って操作を進めてください。

以下の手順がメモリローダⅡ上での操作または表示であること

を意味します。

以下の手順がパソコン上での操作または表示であることを意味

します。

　本書で使用している用語や記号等の意味は以下のとおりです。

参照→参照→参照→参照→参照→

マニュアル表記上の注意

マニュアル表記上の注意
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1-1 メモリローダⅡの特徴

第第第第第 11111 章　　概要章　　概要章　　概要章　　概要章　　概要

1-1 メモリローダⅡの特徴

メモリローダⅡには次のような特徴があります。

●コンパクト性・操作性

GPのツールコネクタI/Fに接続し、メモリカードを通してGPからGPへのデータコピーがで
きます。コンパクトなボックスタイプなので現場での作業も容易です。

●データの高速転送

データ転送にはHS-LINKプロトコルを採用し、転送データの圧縮を行うことにより、高速転
送を実現。

●画面データのみの転送

GP画面作成ソフト対応機種の、画面データのみ（システムプログラム等は含みません）をメ
モリカードに読み出し、GPへ転送することができます。すべての画面データが更新されます。

GP-PRO/PBⅢ for Windows95 Ver.1.*の場合は、付属の「GP-PRO/PBⅢ for Windows95 画面
転送アドオンソフト」を使用します。
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　メモリローダⅡ本体と接続する周辺機器を示します。

GPGPGPGPGP シリーズシリーズシリーズシリーズシリーズ
     対象機種 はじめに

メモリカードメモリカードメモリカードメモリカードメモリカード
     （付属品）

GPGPGPGPGP のインターフェイスのインターフェイスのインターフェイスのインターフェイスのインターフェイス

①ツールコネクタ

メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡのインターフェイスのインターフェイスのインターフェイスのインターフェイスのインターフェイス

②外部DC 入力
③パソコンインターフェイス

1-2 システム構成図

①

メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡ
GP070-LD01-Ο

パソコンパソコンパソコンパソコンパソコン*2*2*2*2*2
GPGPGPGPGP メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡ
アプリケーションディスクアプリケーションディスクアプリケーションディスクアプリケーションディスクアプリケーションディスク（付属品）
GP070-LDF1-Ο

GPW-PB01J-V ＊ (CD 版)
GPW-PB02J-V ＊ (FD 版)

GPGPGPGPGP 画面作成ソフト画面作成ソフト画面作成ソフト画面作成ソフト画面作成ソフト

④

GPGPGPGPGP メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡ
アプリケーションディスクアプリケーションディスクアプリケーションディスクアプリケーションディスクアプリケーションディスク（付属品）
GP070-LDF1-Ο

R S - 2 3 2 CR S - 2 3 2 CR S - 2 3 2 CR S - 2 3 2 CR S - 2 3 2 C クロスクロスクロスクロスクロス
ケーブルケーブルケーブルケーブルケーブル
（推奨品*1）

*1 エレコム（株）製 リバースケーブル  C232R-PD15（1.5m）

参照→参照→参照→参照→参照→

1-2 システム構成図

GP-PRO/PBGP-PRO/PBGP-PRO/PBGP-PRO/PBGP-PRO/PB ⅢⅢⅢⅢⅢ for for for for for
Windows95Windows95Windows95Windows95Windows95 画面転送画面転送画面転送画面転送画面転送
アドオンソフトアドオンソフトアドオンソフトアドオンソフトアドオンソフト

メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡデータ転送データ転送データ転送データ転送データ転送
ツールツールツールツールツール

③

パソコンのインターフェイスパソコンのインターフェイスパソコンのインターフェイスパソコンのインターフェイスパソコンのインターフェイス

④シリアルインターフェイス

ACACACACAC アダプタアダプタアダプタアダプタアダプタ
     （付属品）

②

クロスケーブル ピンアサイン

Dsub
9ピン メス

Dsub
25ピン オス
4  RS
5  CS
2  SD
3  RD
6  NC
7  GND
20 ER
8  CD
1  NC
SHELL

1 CD

2 RXD
3 TXD
4 DTR
5 GND
6 DSR
7 RTS
8 CTS
SHELL
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電源供給 1次電池もしくはACアダプタによる

1次電池：単3アルカリ電池2本

ACアダプタ：EIAJ RC-5320A 電圧区分3（9ボルト出力に対応）

消費電流 1次電池：400mA以下 （3V）

ACアダプタ：200mA以下 （9V）

ただし、データ転送時の平均消費電流とする

電池駆動時間 連続使用　約1時間

第２章　　仕様第２章　　仕様第２章　　仕様第２章　　仕様第２章　　仕様

2-1 一般仕様

2-1  一般仕様

2-1-1 電気的仕様

2-1-2 環境仕様

使用周囲温度 0～50℃

保存周囲温度 -10～60℃

周囲湿度 30～85%RH（結露のないこと）

雰囲気 腐食性ガスのないこと

・電池からACアダプタへの切り替えは、必ずメモリローダⅡの電

源がOFFの状態で行ってください。メモリローダⅡ操作中には

1次電池からACアダプタへ切り替えないでください。メモリ

ローダⅡがリセットされる場合があります。

・電池は非常バックアップ用です。通常はACアダプタを使用して

ください。

・電池を使用する場合は必ずアルカリ電池を使用してください。
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2-2 性能仕様

2-2-1 外部インターフェイス

2-2 性能仕様

■電源監視

電池駆動時に一定電圧（約2.2V）以下になると表示部（LCD）に「Batt Err」の表示を行い、作
業を中断します。

■スリープモード

電池駆動時、操作待ち状態において一定時間（1分）操作が行われない場合、表示部を消去し、
バッテリーの消耗を抑えます。モードスイッチまたはスタートスイッチを押すと再表示します。

2-2-2 特殊機能

パソコンインターフェイス 調歩同期式　RS-232C
（Dsub25S） データ長 8ビット、ストップビット 1ビット、パリティ

チェック 無、伝送速度 38400bps

GPインターフェイス 調歩同期式　TTLレベル
（ミニ丸Din 8P） データ長 8ビット、ストップビット 2ビット、パリティ

チェック 無、伝送速度 9600bps

メモリカードインターフェイス 使用可能メモリカード
（JEIDA標準） 富士通㈱製　　　　MB98A81273　　（4M FROM 5V単一）
外部DC入力 ACアダプタ

EIAJ RC-5320A 電圧区分3（9ボルト出力に対応）

1  RD
2  GND
3  CS
4  SD
5  CD
6  RS
7  ER
8  Vcc

2  SD
3  RD
4  RS
5  CS
7  GND
8  CD
20 ER
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2-3 各部の名称

パソコンインターフェイス
メモリローダⅡのバージョンアップなど
メンテナンス時にパソコンと接続します。

GP インターフェイス
GP 本体と接続します。

モードスイッチ
メモリローダⅡのモード
を切り替えます。

スタートスイッチ
メモリローダⅡの動作を開始します。

外部DC 入力
AC アダプタを
接続します。

表示部（LCD）
メモリローダⅡのモードの
表示および状態表示

電池

メモリカードインターフェイス
メモリカードを挿入します。

電源スイッチ

2-3 各部の名称
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2-4 外観図

単位：mm

上面図

正面図

背面図

側面図

2-4 外観図

97 39 8
15
00

14
5
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第３章　　動作

3-1 メモリローダⅡの機能

3-1 メモリローダⅡの機能

メモリローダⅡには以下の機能があります。

ブロック転送機能 ： GPに転送されているデータ（システム、通信プロトコル、画面データ）を
読み出し（アップロード）、メモリカードに記憶します。この記憶データ
を他のGPに転送（ダウンロード）したり、パソコンに転送してバックアッ
プデータ（*.mem）を作成します。

・バックアップデータ（*.mem）は再編集できません。

画面転送機能*1 ： GP画面作成ソフトで作成した画面データのみをメモリローダ Ⅱに記憶し
ます。この記憶データをGPに転送（ダウンロード）します。

メンテナンス機能 ： メモリローダⅡの自己診断機能

メモリローダⅡとGP間の転送を「GP転送」、メモリローダⅡとパソコン間の転送を「パソコン
転送」と呼びます。

ブロック転送や画面転送は「GP転送」と「パソコン転送」を組み合わせて行います。

*1 GP-*30シリーズ、GP-*50シリーズ、CGPシリーズおよびEasyシリーズでは、画面転送は対応
していません。

*2 メモリローダⅡデータ転送ツールを使用。
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◆バックアップデータをGPへ送信

③GP転送 ダウンロード
①メモリカードのクリア
②パソコン転送 受信*1

■画面転送の流れ

◆画面データをパソコンからGPへ送信

⑤GP転送 ダウンロード
③メモリカードのクリア
④パソコン転送 受信*2

①画面データ作成
②画面データの転送準備

3-1-2 画面転送

3-1 メモリローダⅡの機能

*1 メモリローダⅡデータ転送ツールを使用。
*2 GP-PRO/PBⅢ for Windows95画面転送アドオンソフトを使用。

◆GPのデータをバックアップ

③パソコン転送 送信*1
①メモリカードのクリア
②GP転送 アップロード

3-1-1 ブロック転送

①メモリカードのクリア
②GP転送 アップロード ③GP転送 ダウンロード

■ブロック転送の流れ

◆GPからGPへデータをコピー
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メモリローダⅡには「GP転送」、「パソコン転送」、および「メンテナンス」の3つの通信モード
があります。

■GP転送モード

メモリローダⅡとGP間の転送を行います。GP転送には以下の動作モードがあります。

アップロード： GP内のデータを読み出してメモリカードへ書き込みます。（GP→メモリローダⅡ）

ダウンロード：メモリカードに書き込んだアップロードデータ（ブロック転送）や、GP画面作
成ソフトで作成した画面データ（画面転送）をGPへ書き込みます。（メモリロー
ダⅡ→GP）

クリア ： メモリカードの初期化を行います。

エンド ： GP転送モードを終了します。

■パソコン転送モード

メモリローダⅡとパソコン間の転送を行います。パソコン転送には以下の動作モードがあります。

受信　： バックアップデータ(*.mem)（ブロック転送）やGP画面作成ソフトで作成した画
面データ（画面転送）をメモリカードへ書き込みます。（パソコン→メモリロー
ダⅡ）

送信　： メモリカードに書き込んだアップロードデータをバックアップデータ(*.mem)と
してパソコンへ送信します。（メモリローダⅡ→パソコン）

クリア ： メモリカードの初期化を行います。

エンド ： パソコン転送モードを終了します。

■メンテナンスモード

メモリカードやメモリローダ Ⅱについての診断を行います。メンテナンスには以下の動作モード
があります。

データ確認 ： メモリカード内の記憶データのGPタイプ、システムバージョン、データサイズ、
コアID、PLCタイプを表示します。

自己診断 ： メモリローダⅡの自己診断テストを行います。

エンド ： メンテナンスモードを終了します。

3-2 通信モード

3-2 通信モード
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・ GPとの接続は、GPの電源がOFFの状態で行ってください。ま

た、メモリローダⅡの起動／停止は、GPの電源がONの状態で

行ってください。

・ケーブルの抜き差しは、コネクタ部をしっかりと持って行なっ

てください。ケーブル部を引っ張るとケーブルが断線し、メモ

リローダⅡが動作しなくなることがあります。

・処理中にケーブルを抜かないでください。メモリローダⅡが停

止し、データの書き込みが中断されます。

3-3 起動から終了まで

GPの電源をOFFにする。

メモリローダⅡをGPに接続する。

GPの電源をONにする。

メモリローダⅡの電源をONにし、メ
モリローダⅡを起動する。

通信モードを選択した後、スタート
スイッチを押す。

動作モードを選択した後、スタート
スイッチを押す。

アップロード/ダウンロード/クリ
アの処理

動作結果を確認した後、メモリロー
ダⅡの電源をOFFにし、メモリロー
ダⅡを停止する。

GPの電源をOFFにする。

メモリローダⅡをGPから切り離す。

メモリローダⅡにメモリカー
ドをセットする。

メモリローダⅡをパソコンに接続す
る。

メモリローダⅡの電源をONにし、メ
モリローダⅡを起動する。

通信モードを選択した後、スタート
スイッチを押す。

動作モードを選択した後、スタート
スイッチを押す。

受信/送信/クリアの処理

動作結果を確認した後、メモリロー
ダⅡの電源をOFFにし、メモリロー
ダⅡを停止する。

メモリローダⅡをパソコンから切り
離す。

3-3 起動から終了まで

■基本操作手順

「GP転送」、「パソコン転送」時のメモリローダⅡの起動から停止までの基本操作の流れをそれぞ
れ示します。

G PG PG PG PG P 転送転送転送転送転送 パソコン転送パソコン転送パソコン転送パソコン転送パソコン転送
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3-43-43-43-43-4 GP転送

メモリローダⅡとGP間でデータ（システム、通信プロトコル、画面データ）のアップロード、ダ
ウンロードを行います。

メモリローダⅡを起動し、通信モードをGP転送モードにします。

■GP転送起動の操作手順

3-4-1 GP 転送時の起動

Ｖｅｒ＊．＊＊ ←バージョン表示（約1 秒）

①①①①① G PG PG PG PG P の電源をの電源をの電源をの電源をの電源を O F FO F FO F FO F FO F F にする。にする。にする。にする。にする。

②②②②② メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡををををを G PG PG PG PG P に接続する。に接続する。に接続する。に接続する。に接続する。

③③③③③ G PG PG PG PG P の電源をの電源をの電源をの電源をの電源を O NO NO NO NO N にする。にする。にする。にする。にする。

④④④④④ メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡの電源をの電源をの電源をの電源をの電源を O NO NO NO NO N にする。にする。にする。にする。にする。

起動メッセージ、メモリローダⅡのバージョンが表示さ

れ、メモリローダⅡが起動します。

N O T EO P E R A T I O N

⑤⑤⑤⑤⑤ モードスイッチで通信モードのモードスイッチで通信モードのモードスイッチで通信モードのモードスイッチで通信モードのモードスイッチで通信モードの G PG PG PG PG P 転送転送転送転送転送[ L d[ L d[ L d[ L d[ L d ＝＝＝＝＝ G p ]G p ]G p ]G p ]G p ]

を選択し、を選択し、を選択し、を選択し、を選択し、スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。

モードスイッチを押すごとに通信モードが切り替わります。

Ｍｅｍｏｒｙ
Ｌｏａｄｅｒ

←起動メッセージ（約1 秒）

Ｍｏｄｅ？
Ｌｄ＝Ｇｐ ←通信モード

Ｌｄ＝Ｇｐ？
Ｓｅｔｔｉｎｇ． ←GP 転送準備処理（約 20 秒）

←スタートスイッチを押す

GP転送準備処理中、GPの表示は消

えます。

GP転送準備処理が終了すると、GPには

次のように表示されます。

Memory Loader

通信モードは次のように切り替わ

ります。

GP 転送
（Ld＝ Gp）

パソコン転送
（Ld＝ Pc）

メンテナンス
（Maintain）

→

→

→

←動作モード選択画面
Ｌｄ＝Ｇｐ？
Ｇｐ→Ｌｄ

電池は非常用です。メモリローダ

Ⅱにはあらかじめ付属のACアダプタを

接続して使用してください。
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アップロード
（Gp→ Ld）

クリア
（Clear）

エンド
（End）

ダウンロード
（Ld→ Gp）

  3-4-1 GP転送時の起動

④④④④④ スタートスイッチでアップロードを開始します。スタートスイッチでアップロードを開始します。スタートスイッチでアップロードを開始します。スタートスイッチでアップロードを開始します。スタートスイッチでアップロードを開始します。

GPにはデータサイズが表示されます。

Ｇｐ→Ｌｄ　＊＊
＊＊＊＊ｋＢ

Ｇｐ→Ｌｄ　ＲＸ
＊＊＊＊ｋＢ

Ｇｐ→Ｌｄ　ＷＴ
＊＊＊＊ｋＢ

動作モード　 動作状態
 ↓　　　　　↓

　　↑
処理したデータサイズ

読み込みと書き込みが
数回繰り返される

Ｇｐ→Ｌｄ　ＯＫ
＊＊＊＊ｋＢ

アップロードの終了

キャンセルする場合はモードス

イッチ押すと動作モード選択画面に戻

ります。

③③③③③ アップロードの開始確認を行います。アップロードの開始確認を行います。アップロードの開始確認を行います。アップロードの開始確認を行います。アップロードの開始確認を行います。

Ｇｐ→Ｌｄ
Ｓｔａｒｔ？

アップロードを開始すると、GPに

は次のように表示されます。

Memory Loader
Transfer

******KB Gp->Ld

Memory Loader

******KB Gp->Ld

GPデータ（システム、通信プロトコル、画面データ）をメモリローダⅡへアップロードします。

・ アップロードはメモリカード内の記憶データをクリアしてから

行なってください。メモリカード内に記憶データが存在する状

態でアップロードを行うと、異常終了となります。

  3-4-3 メモリローダⅡのデータクリア

■アップロード時の操作手順

3-4-2 アップロード

①①①①① 通信モードを通信モードを通信モードを通信モードを通信モードを G PG PG PG PG P 転送モードにします。転送モードにします。転送モードにします。転送モードにします。転送モードにします。

②②②②② モードスイッチでモードスイッチでモードスイッチでモードスイッチでモードスイッチで動作モードのアップロード動作モードのアップロード動作モードのアップロード動作モードのアップロード動作モードのアップロード[ G p[ G p[ G p[ G p[ G p →→→→→

L d ]L d ]L d ]L d ]L d ] を選択し、を選択し、を選択し、を選択し、を選択し、スタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定します。ます。ます。ます。ます。

モードスイッチを押すごとに動作モードが切り替わります。

N O T EO P E R A T I O N

←動作モード
Ｌｄ＝Ｇｐ？
Ｇｐ→Ｌｄ

動作モードは次のように切り替わ

ります。

参照→参照→参照→参照→参照→

参照→参照→参照→参照→参照→



3-7

3-4 GP転送

アップロード
（Gp→ Ld）

クリア
（Clear）

エンド
（End）

ダウンロード
（Ld→ Gp）

キャンセルする場合はモードス

イッチを押すと動作モード選択画面に

戻ります。
Ｌｄ→Ｇｐ
Ｓｔａｒｔ？

③③③③③ ダウンロードの開始確認を行います。ダウンロードの開始確認を行います。ダウンロードの開始確認を行います。ダウンロードの開始確認を行います。ダウンロードの開始確認を行います。

N O T EN O T EN O T EN O T EN O T EO P E R A T I O NO P E R A T I O NO P E R A T I O NO P E R A T I O NO P E R A T I O N

⑤⑤⑤⑤⑤ スタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了します

動作モード選択画面に戻ります。

Ｇｐ＝Ｌｄ？
Ｇｐ→Ｌｄ ←動作モード

GPからアップロードしたデータをGPへ書き込みます。

データ書き込み時には、機種コード、データサイズ、システムのバージョンの確認を行います。
機種コード、データサイズ、システムのバージョンが一致しない場合は、異常終了となります。
異常終了した場合は、必要に応じて強制的に転送することもできます。

■強制転送時の操作手順、4-1-1 メモリローダⅡで表示されるエラーメッセージ

■ダウンロード（ブロック転送）時の操作手順

3-4-3 ダウンロード（ブロック転送）

①①①①① 通信モードを通信モードを通信モードを通信モードを通信モードを G PG PG PG PG P 転送モードにします。転送モードにします。転送モードにします。転送モードにします。転送モードにします。

②②②②② モードスイッチで動作モードのダウンロードモードスイッチで動作モードのダウンロードモードスイッチで動作モードのダウンロードモードスイッチで動作モードのダウンロードモードスイッチで動作モードのダウンロード[ L d[ L d[ L d[ L d[ L d →→→→→

G p ]G p ]G p ]G p ]G p ] を選択し、を選択し、を選択し、を選択し、を選択し、スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。

モードスイッチを押すごとに動作モードが切り替わります。

N O T EN O T EN O T EN O T EN O T EO P E R A T I O NO P E R A T I O NO P E R A T I O NO P E R A T I O NO P E R A T I O N

Ｌｄ＝Ｇｐ？
Ｌｄ→Ｇｐ ←動作モード

動作モードは次のように切り替わ

ります。

   3-4-1 GP転送時の起動

Ｌｄ→Ｇｐ
Ｓ Ｗａｒｎ？ ←警告メッセージ

データサイズが異なる場合は、

警告メッセージが表示されます。

参照→参照→参照→参照→参照→

参照→参照→参照→参照→参照→

処理時間の目安

GP70シリーズ 約11分

GP-270シリーズ　 約7.5分
GP-571,GP-675 約22～27分
GP-377,GP-377R 約19分
GP-477R,GP-577R 約29分
GLCシリーズ 約21分
GP-230シリーズ　 約3分
GP-*3Jシリーズ　 約4分
GP-250シリーズ　 約6分
GP-*50シリーズ　 約9～15分
CGPシリーズ　 約11分
Easy20シリーズ 約3分

Easy40/50シリーズ 約4分
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N O T EN O T EN O T EN O T EN O T EO P E R A T I O NO P E R A T I O NO P E R A T I O NO P E R A T I O NO P E R A T I O N

Ｌｄ＝Ｇｐ？
Ｌｄ→Ｇｐ ←動作モード

処理時間の目安

GP70シリーズ 約9分

GP-270シリーズ 約8分
GP-571,GP-675 約20～25分
GP-377,GP-377R 約14分
GP-477R,GP-577R 約20分
GLCシリーズ 約14分
GP-230シリーズ　 約4分
GP-*3Jシリーズ　 約5分
GP-*50シリーズ　 約4～6分
CGPシリーズ　 約9分
Easy20シリーズ 約4分
Easy40/50シリーズ 約5分

⑤⑤⑤⑤⑤ スタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了します

動作モード選択画面に戻ります。

ダウンロードを開始すると、GPに

は次のように表示されます。

Memory Loader
Transfer

******KB Ld->Gp

Memory Loader

******KB Ld->Gp

④④④④④ スタートスイッチでダウンロードを開始します。スタートスイッチでダウンロードを開始します。スタートスイッチでダウンロードを開始します。スタートスイッチでダウンロードを開始します。スタートスイッチでダウンロードを開始します。

GPにはデータサイズが表示されます。 ダウンロードを開始すると、GPに

は次のように表示されます。

Memory Loader
Transfer

******KB Ld->Gp

Memory Loader

******KB Ld->Gp

異常終了した場合は必要に応じて

強制転送を行ってください。

読み込みと書き込みが
数回繰り返される

Ｌｄ→Ｇｐ　ＴＸ
＊＊＊＊ｋＢ

Ｌｄ→Ｇｐ　ＷＴ
＊＊＊＊ｋＢ

Ｌｄ→Ｇｐ　ＯＫ
＊＊＊＊ｋＢ

ダウンロードの終了

Ｌｄ→Ｇｐ　＊＊
＊＊＊＊ｋＢ

動作モード　 動作状態
 ↓　　　　　↓

　　↑
処理したデータサイズ
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N O T EO P E R A T I O N

①①①①① G PG PG PG PG P の電源をの電源をの電源をの電源をの電源を O F FO F FO F FO F FO F F にする。にする。にする。にする。にする。

②②②②② メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡををををを G PG PG PG PG P に接続する。に接続する。に接続する。に接続する。に接続する。

③③③③③ G PG PG PG PG P の電源をの電源をの電源をの電源をの電源を O NO NO NO NO N にににににする。する。する。する。する。

④④④④④ メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡののののの スタートスイッチを押しながらスタートスイッチを押しながらスタートスイッチを押しながらスタートスイッチを押しながらスタートスイッチを押しながら

電源を電源を電源を電源を電源を O NO NO NO NO N にする。にする。にする。にする。にする。

起動メッセージ、メモリローダⅡのバージョンが表示さ

れ、メモリローダⅡが起動します。

⑤⑤⑤⑤⑤ 動作モードの画面が表示されたらスタートスイッ動作モードの画面が表示されたらスタートスイッ動作モードの画面が表示されたらスタートスイッ動作モードの画面が表示されたらスタートスイッ動作モードの画面が表示されたらスタートスイッ

チを離します。チを離します。チを離します。チを離します。チを離します。

モードスイッチでダウンロードモードスイッチでダウンロードモードスイッチでダウンロードモードスイッチでダウンロードモードスイッチでダウンロード[ L d[ L d[ L d[ L d[ L d →→→→→ G p ]G p ]G p ]G p ]G p ] を選択を選択を選択を選択を選択

し、し、し、し、し、スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。

⑥⑥⑥⑥⑥ モードスイッチで転送方法の強制転送モードスイッチで転送方法の強制転送モードスイッチで転送方法の強制転送モードスイッチで転送方法の強制転送モードスイッチで転送方法の強制転送[ F o r c e ][ F o r c e ][ F o r c e ][ F o r c e ][ F o r c e ]ををををを

選択し、選択し、選択し、選択し、選択し、スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。

■強制転送の操作手順

GPからアップロードしたデータをGPへ書き込む際、誤動作を防ぐためにメモリローダⅡは機種
種別・データサイズ・システムのバージョンを確認します。

確認した内容が一致していない場合、TYPE ERRで異常終了となります。

メンテナンスモードでデータを確認し、ダウンロードしてかまわないのであれば、下記の方法に
て強制転送してください。

3-6-2データ確認参照→参照→参照→参照→参照→

Ｖｅｒ＊．＊＊ ←バージョン表示（約1 秒）

Ｍｅｍｏｒｙ
Ｌｏａｄｅｒ

←起動メッセージ（約1 秒）

Ｌｄ＝Ｇｐ？
Ｌｄ→Ｇｐ ←動作モード

Ｌｄ→Ｇｐ
Ｆｏｒｃｅ？ ←転送方法

Ｌｄ→Ｇｐ
Ｓｔａｒｔ？

アップロード
（Gp→ Ld）

クリア
（Clear）

エンド
（End）

ダウンロード
（Ld→ Gp）

動作モードは次のように切り替わ

ります。

⑦⑦⑦⑦⑦ ダウンロードの開始確認を行います。ダウンロードの開始確認を行います。ダウンロードの開始確認を行います。ダウンロードの開始確認を行います。ダウンロードの開始確認を行います。

動作モードの画面が表示されるま

でスタートスイッチを押し続けてくだ

さい。

転送方法は次のように切り替わり

ます。
通常転送
（Normal）

強制転送
（Force）

Ｌｄ→Ｇｐ
Ｓ Ｗａｒｎ？ ←警告メッセージ

データサイズが異なる場合は、

警告メッセージが表示されます。
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処理時間の目安
GP70シリーズ 約9分
GP-270シリーズ 約8分
GP-571,GP-675 約20～25分
GP-377,GP-377R 約14分
GP-477R,GP-577R 約20分
GLCシリーズ 約14分
GP-230シリーズ　 約4分
GP-*3Jシリーズ　 約5分
GP-*50シリーズ　 約4～6分
CGPシリーズ　 約9分
Easy20シリーズ 約4分
Easy40/50シリーズ 約5分

パソコン転送でメモリカードに書き込んだ画面データをGPへ書き込みます。

　     3-5-6 受信（画面転送）

データ書き込み時には、通信プロトコルの確認を行います。通信プロトコルが一致しない場合は、
異常終了となります。

・ GP-*30シリーズ、GP-*50シリーズ、CGPシリーズおよびEasy

シリーズでは、画面転送は対応していません。

・ご購入後、一度もセットアップされていないGPへ、画面のみを

転送することはできません。

・ GPにパスワードを登録したプロジェクトファイルが転送されて

いる場合、メモリローダⅡからダウンロードする画面データに

も必ず同じパスワードを登録しておいてください。パスワード

が一致しない場合は、ダウンロードできません。

3-4-4 ダウンロード（画面転送）

⑧⑧⑧⑧⑧ スタートスイッチでダウンロードを開始します。スタートスイッチでダウンロードを開始します。スタートスイッチでダウンロードを開始します。スタートスイッチでダウンロードを開始します。スタートスイッチでダウンロードを開始します。

GPにはデータサイズが表示されます。

この表示は数回繰り返されます。

・強制ダウンロードを行うと、システムのVer.(バージョン)が異

なるGPへダウンロードできます。ただし、ダウンロードした画

面データを加工する場合は、画面データと同じVer.(バージョ

ン)のGP画面作成ソフトでアップロードする必要があります。

スタートスイッチで終了し、動作モード

選択画面に戻ります。

N O T EN O T EN O T EN O T EN O T EO P E R A T I O NO P E R A T I O NO P E R A T I O NO P E R A T I O NO P E R A T I O N

読み込みと書き込みが
数回繰り返される

Ｌｄ→Ｇｐ　ＴＸ
＊＊＊＊ｋＢ

Ｌｄ→Ｇｐ　ＷＴ
＊＊＊＊ｋＢ

Ｌｄ→Ｇｐ　ＯＫ
＊＊＊＊ｋＢ

ダウンロードの終了

Ｌｄ→Ｇｐ　＊＊
＊＊＊＊ｋＢ

動作モード　 動作状態
 ↓　　　　　↓

　　↑
処理したデータサイズ

Ｌｄ＝Ｇｐ？
Ｌｄ→Ｇｐ ←動作モード

⑤⑤⑤⑤⑤ スタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了します

動作モード選択画面に戻ります。

参照→参照→参照→参照→参照→
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エンド
（End）

ダウンロード
（Ld＞ Gp）

クリア
（Clear）

読み込みと書き込みが
数回繰り返される

N O T EO P E R A T I O N

⑤⑤⑤⑤⑤ スタートスイッチで終了します。スタートスイッチで終了します。スタートスイッチで終了します。スタートスイッチで終了します。スタートスイッチで終了します。

動作モード選択画面に戻ります。

④④④④④ スタートスイッチでダウンロードを開始します。スタートスイッチでダウンロードを開始します。スタートスイッチでダウンロードを開始します。スタートスイッチでダウンロードを開始します。スタートスイッチでダウンロードを開始します。

GPにはデータサイズが表示されます。

Ｌｄ＞Ｇｐ　＊＊
＊＊＊＊ｋＢ

Ｌｄ＞Ｇｐ　ＴＸ
＊＊＊＊ｋＢ

Ｌｄ＞Ｇｐ　ＷＴ
＊＊＊＊ｋＢ

Ｌｄ＞Ｇｐ　ＯＫ
＊＊＊＊ｋＢ

動作モード　 動作状態
 ↓　　　　　↓

　　↑
処理したデータサイズ

ダウンロードの終了

Ｌｄ＝Ｇｐ？
Ｌｄ＞Ｇｐ ←動作モード

③③③③③ ダウンロードの開始確認を行います。ダウンロードの開始確認を行います。ダウンロードの開始確認を行います。ダウンロードの開始確認を行います。ダウンロードの開始確認を行います。

データサイズが異なる場合は､警告メッセージが表示され

ます。
キャンセルする場合はモードス

イッチを押すと動作モード選択画面に

戻ります。

Ｌｄ＞Ｇｐ
Ｓｔａｒｔ？

①①①①① 通信モードを通信モードを通信モードを通信モードを通信モードを G PG PG PG PG P 転送モードにします。転送モードにします。転送モードにします。転送モードにします。転送モードにします。

Ｌｄ＝Ｇｐ？
Ｌｄ＞Ｇｐ ←動作モード

ダウンロード（画面転送）を行

うためにはあらかじめメモリカードに

画面データのみを書き込んでおく必要

があります。

       3-5-6 受信（画面転送）

   3-4-1 GP転送時の起動

この場合、動作モードとしてアップ

ロードを選択することはできません。

②②②②② モードスイッチで動作モードのダウンロードモードスイッチで動作モードのダウンロードモードスイッチで動作モードのダウンロードモードスイッチで動作モードのダウンロードモードスイッチで動作モードのダウンロード[ L d[ L d[ L d[ L d[ L d ＞＞＞＞＞

G p ]G p ]G p ]G p ]G p ] を選択し、を選択し、を選択し、を選択し、を選択し、スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。

モードスイッチを押すごとに動作モードが切り替わります。

ダウンロードを開始すると、GPに

は次のように表示されます。
フォーマット中です。
しばらくお待ち下さい。

転送中です。
しばらくお待ち下さい。

書き込み中です。
しばらくお待ち下さい。

GP本体は「画面データの転送

モード」または「運転モード」にして

おきます。

が一致しない場合は、ダウンロードできません。

■ダウンロード（画面転送）時の操作手順

参照→参照→参照→参照→参照→

参照→参照→参照→参照→参照→
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アップロード
（Gp→ Ld）

クリア
（Clear）

エンド
（End）

ダウンロード
（Ld→ Gp）

エンド
（End）

ダウンロード
（Ld＞ Gp）

クリア
（Clear）

動作モードは次のように切り替わ

ります。

Ｃｌｅａｒ
＊＊＊＊ｋＢ

動作モード　
 ↓

Ｃｌｅａｒ　ＯＫ
＊＊＊＊ｋＢ

　　↑
処理したデータサイズ

データクリアの終了

Ｌｄ＝Ｇｐ？
Ｃｌｅａｒ ←動作モード

キャンセルする場合はモードス

イッチを押すと動作モード選択画面に

戻ります。

Ｃｌｅａｒ
Ｓｔａｒｔ？

メモリカード内の記憶データを初期化します。

  ・ メモリカードのデータクリアは「パソコン転送」モードでも行

えます。     3-5-7 メモリカードのデータクリア

・ メモリカードのデータクリアを実行すると、メモリカード内の

データはすべて消去されます。クリア実行前に、データ確認を

行ってください。

■データクリア時の操作手順

3-4-5 メモリカードのデータクリア

①①①①① 通信モードを通信モードを通信モードを通信モードを通信モードを G PG PG PG PG P 転送モードにします。転送モードにします。転送モードにします。転送モードにします。転送モードにします。

②②②②② モードスイッチで動作モードのクリアモードスイッチで動作モードのクリアモードスイッチで動作モードのクリアモードスイッチで動作モードのクリアモードスイッチで動作モードのクリア[ C l e a r ][ C l e a r ][ C l e a r ][ C l e a r ][ C l e a r ]を選を選を選を選を選

択し、択し、択し、択し、択し、スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。

モードスイッチを押すごとに動作モードが切り替わります。

N O T EO P E R A T I O N

Ｌｄ＝Ｇｐ？
Ｃｌｅａｒ ←動作モード

参照→参照→参照→参照→参照→

③③③③③ クリアの開始確認を行います。クリアの開始確認を行います。クリアの開始確認を行います。クリアの開始確認を行います。クリアの開始確認を行います。

④④④④④ スタートスイッチでクリアを開始します。スタートスイッチでクリアを開始します。スタートスイッチでクリアを開始します。スタートスイッチでクリアを開始します。スタートスイッチでクリアを開始します。

⑤⑤⑤⑤⑤ スタートスイッチで終了します。スタートスイッチで終了します。スタートスイッチで終了します。スタートスイッチで終了します。スタートスイッチで終了します。

動作モード選択画面に戻ります。

処理時間の目安は、4MBのメモリ

カードで約1.5分です。

ブロック転送時

画面転送時
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アップロード
（Gp→ Ld）

クリア
（Clear）

エンド
（End）

ダウンロード
（Ld→ Gp）

エンド
（End）

ダウンロード
（Ld＞ Gp）

クリア
（Clear）

GP転送モードからメモリローダⅡを終了します。

■GP転送終了時の操作手順

3-4-6 GP 転送の終了

N O T EO P E R A T I O N

①①①①① アップロード、アップロード、アップロード、アップロード、アップロード、ダウンロード、ダウンロード、ダウンロード、ダウンロード、ダウンロード、クリアの各処理終了クリアの各処理終了クリアの各処理終了クリアの各処理終了クリアの各処理終了

後、後、後、後、後、動作モード選択画面に戻ります。動作モード選択画面に戻ります。動作モード選択画面に戻ります。動作モード選択画面に戻ります。動作モード選択画面に戻ります。

②②②②② モードスイッチで動作モードのエンドモードスイッチで動作モードのエンドモードスイッチで動作モードのエンドモードスイッチで動作モードのエンドモードスイッチで動作モードのエンド[ E n d ][ E n d ][ E n d ][ E n d ][ E n d ]を選択を選択を選択を選択を選択

し、し、し、し、し、スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。

通信モード選択画面に戻ります。

Ｌｄ＝Ｇｐ？
Ｌｄ→Ｇｐ ←動作モード

Ｍｏｄｅ？
Ｌｄ＝Ｇｐ ←通信モード

③③③③③ メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡの電源をの電源をの電源をの電源をの電源を O F FO F FO F FO F FO F F にします。にします。にします。にします。にします。

メモリローダⅡは停止し、画面表示が消えます。

Ｍｏｄｅ？
Ｌｄ＝Ｇｐ

④④④④④ G PG PG PG PG P の電源をの電源をの電源をの電源をの電源を O F FO F FO F FO F FO F F にします。にします。にします。にします。にします。

⑤⑤⑤⑤⑤メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡををををを G PG PG PG PG P から切り離します。から切り離します。から切り離します。から切り離します。から切り離します。

動作モードは次のように切り替わ

ります。
ブロック転送時

画面転送時
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3-5 パソコン転送

メモリローダⅡとパソコン間でバックアップデータや画面データの送受信を行います。

転送時の環境は以下のとおりです。ブロック転送か、画面転送かによって、使用するプログラム
が異なります。

1-2 システム構成図

ブロック転送の場合

GPﾒﾓﾘﾛｰﾀﾞⅡｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾃﾞｨｽｸ
（ﾒﾓﾘﾛｰﾀﾞⅡﾃﾞｰﾀ転送ﾂｰﾙ）

メモリローダⅡ

RS-232C クロスケーブル
パソコン

AC アダプタ

メモリローダⅡのパソコン
インターフェイスへ接続

メモリローダⅡの
外部DC入力へ接続

パソコンのシリアルインター
フェイスへ接続

GPﾒﾓﾘﾛｰﾀﾞⅡｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾃﾞｨｽｸ
（GP-PRO/PBⅢ for Windows95
画面転送ｱﾄﾞｵﾝｿﾌﾄ）

画面転送の場合

       ＋

GP-PRO/PB Ⅲ for Windows95
Ver.1.*

参照→参照→参照→参照→参照→

GP-PRO/PBⅢ for Windows95
Ver.2.0 以上

または
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GP 転送
（Ld＝ Gp）

パソコン転送
（Ld＝ Pc）

メンテナンス
（Maintain）

→

→

→

メモリローダⅡを起動し、通信モードをパソコン転送モードにします。

■パソコン転送時の操作手順■パソコン転送時の操作手順■パソコン転送時の操作手順■パソコン転送時の操作手順■パソコン転送時の操作手順

3-5-1 パソコン転送時の起動

①①①①① パソコンのシリアルポートにメモリローダパソコンのシリアルポートにメモリローダパソコンのシリアルポートにメモリローダパソコンのシリアルポートにメモリローダパソコンのシリアルポートにメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡを接を接を接を接を接

続します。続します。続します。続します。続します。

②②②②② メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡの電源をの電源をの電源をの電源をの電源を O NO NO NO NO N にします。にします。にします。にします。にします。

起動メッセージ、メモリローダⅡのバージョンが表示さ

れ、メモリローダⅡが起動されます。

N O T EO P E R A T I O N

Ｍｅｍｏｒｙ
Ｌｏａｄｅｒ

←起動メッセージ（約1 秒）

Ｖｅｒ＊．＊＊ ←バージョン表示（約1 秒）

③③③③③ モードスイッチで通信モードのパソコン転送モードスイッチで通信モードのパソコン転送モードスイッチで通信モードのパソコン転送モードスイッチで通信モードのパソコン転送モードスイッチで通信モードのパソコン転送[ L d[ L d[ L d[ L d[ L d

＝＝＝＝＝ P c ]P c ]P c ]P c ]P c ] を選択し、を選択し、を選択し、を選択し、を選択し、スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。

モードスイッチを押すごとに通信モードが切り替わります。

Ｍｏｄｅ？
Ｌｄ＝Ｐｃ ←通信モード

Ｌｄ＝Ｐｃ？
Ｐｃ→Ｌｄ

通信モードは次のように切り替わ

ります。

←動作モード選択画面

電池は非常用です。メモリローダ

Ⅱにはあらかじめ付属のACアダプタを

接続して使用してください。

メモリローダⅡとパソコンは、

RS-232Cクロスケーブルで接続しま

す。
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メモリローダⅡとパソコン間のブロック転送に使用します。GPからアップデートしたメモリカー
ド内の記憶データをパソコンに転送し、バックアップデータ（*.mem）として保存します。また、
パソコンで保存したバックアップデータをメモリカードへ転送します。

・バックアップデータ（*.mem）は再編集できません。

■メモリローダⅡデータ転送ツールの起動

3-5-2 メモリローダⅡデータ転送ツール

N O T EO P E R A T I O N

①①①①① メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡデータ転送ツールのフロッピーデータ転送ツールのフロッピーデータ転送ツールのフロッピーデータ転送ツールのフロッピーデータ転送ツールのフロッピー

ディスクディスクディスクディスクディスク（（（（（D i s k 1D i s k 1D i s k 1D i s k 1D i s k 1）））））をフロッピーディスクドライブをフロッピーディスクドライブをフロッピーディスクドライブをフロッピーディスクドライブをフロッピーディスクドライブ

に入れます。に入れます。に入れます。に入れます。に入れます。

②②②②② [ ｽ ﾀ ｰ ﾄ ][ ｽ ﾀ ｰ ﾄ ][ ｽ ﾀ ｰ ﾄ ][ ｽ ﾀ ｰ ﾄ ][ ｽ ﾀ ｰ ﾄ ] ボタンをクリックし、ボタンをクリックし、ボタンをクリックし、ボタンをクリックし、ボタンをクリックし、[ ﾌ ｧ ｲ ﾙ[ ﾌ ｧ ｲ ﾙ[ ﾌ ｧ ｲ ﾙ[ ﾌ ｧ ｲ ﾙ[ ﾌ ｧ ｲ ﾙ 名を指定して名を指定して名を指定して名を指定して名を指定して

実行実行実行実行実行（（（（（RRRRR ）））））]]]]] をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。

必ずインストール用プログラム

を使ってインストールしてください。

③③③③③ [x:¥mloader.exe][x:¥mloader.exe][x:¥mloader.exe][x:¥mloader.exe][x:¥mloader.exe]と入力し、と入力し、と入力し、と入力し、と入力し、 をクリッをクリッをクリッをクリッをクリッ

クしますクしますクしますクしますクします（（（（（xxxxx にはフロッピーディスクドライブ名をにはフロッピーディスクドライブ名をにはフロッピーディスクドライブ名をにはフロッピーディスクドライブ名をにはフロッピーディスクドライブ名を

入入入入入力力力力力しししししままままますすすすす）））））。。。。。

ここではAドライブがフロッピーディスクドライブとします。

④④④④④メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡデータ転送ツールが起動します。データ転送ツールが起動します。データ転送ツールが起動します。データ転送ツールが起動します。データ転送ツールが起動します。
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クロスケーブルを接続
するシリアルポートを
選択します。

■通信設定■通信設定■通信設定■通信設定■通信設定

[設定（S）]から[通信設定（C）]を選択すると、通信設定のためのダイアログボックが表示されます。

メモリローダⅡとの通信設定は以下のとおりです。

シリアルポート .....接続するシリアルポートにあわせます。
データ長 ........... 8ビット
ストップビット ..... 1ビット
パリティビット .....なし
制御方式 ...........ハードウエア
伝送速度 ........... 38400bps

制御方式を選択し
ます。

伝送速度を選択します。

パリティチェックの方法を
選択します。

ストップビットを
選択します。

データ長を選択します。

■メモリローダ■メモリローダ■メモリローダ■メモリローダ■メモリローダⅡⅡⅡⅡⅡデータ転送ツールデータ転送ツールデータ転送ツールデータ転送ツールデータ転送ツール

メモリローダⅡデータ転送ツール（実行ファイル mloader.exe）を起動すると、データ転送の
ための画面が表示されます。

メモリローダⅡからパ
ソコンへデータを転送
します。

パソコンからメモリ
ローダⅡへデータを転
送します。

転送を中断します。

メモリローダⅡデータ転送ツール
のバージョンを表示します。

転送の進行状況をコピー
してクリップボードに取
り込みます。

データ転送の進行状況を表示します。
転送の経過を％表示
します。



3-18

3-5 パソコン転送

メモリローダⅡとパソコン間の画面転送に使用します。パソコンからメモリローダ Ⅱへ画面デー
タを書き込みます。

この機能はGP-PRO/PBⅢ for Windows95 Ver.1.*に GP-PRO/PBⅢ for Windows95画面転送
アドオンソフトを追加することにより使用できます。GP-PRO/PBⅢ for Windows95 Ver.2.0
以上をご使用の場合、アドオンソフトのインストールは不要です。

・ GP-*30シリーズ、GP-*50シリーズ、CGPシリーズおよびEasy

シリーズでは、画面転送は対応していません。

■■■■■ GP-PRO/PBGP-PRO/PBGP-PRO/PBGP-PRO/PBGP-PRO/PB ⅢⅢⅢⅢⅢ for Windows95 for Windows95 for Windows95 for Windows95 for Windows95 画面転送アドオンソフトのインストール画面転送アドオンソフトのインストール画面転送アドオンソフトのインストール画面転送アドオンソフトのインストール画面転送アドオンソフトのインストール

GP-PRO/PBⅢ for Windows95 Ver1.*に GP-PRO/PBⅢ for Windows95画面転送アドオンソフ
トを追加します。アドオンソフトのインストール手順を以下に示します。

3-5-3 GP-PRO/PB Ⅲ for Windows95 画面転送アドオンソフト

N O T EO P E R A T I O N

①①①①① GP - P R O / P BG P - P R O / P BG P - P R O / P BG P - P R O / P BG P - P R O / P B ⅢⅢⅢⅢⅢ f o r  W i n d o w s 9 5 f o r  W i n d o w s 9 5 f o r  W i n d o w s 9 5 f o r  W i n d o w s 9 5 f o r  W i n d o w s 9 5 画面転送アドオ画面転送アドオ画面転送アドオ画面転送アドオ画面転送アドオ

ンソフトフロッピーディスクンソフトフロッピーディスクンソフトフロッピーディスクンソフトフロッピーディスクンソフトフロッピーディスク（（（（（D i s k 2D i s k 2D i s k 2D i s k 2D i s k 2 ）））））をフロッをフロッをフロッをフロッをフロッ

ピーディスクドライブに入れます。ピーディスクドライブに入れます。ピーディスクドライブに入れます。ピーディスクドライブに入れます。ピーディスクドライブに入れます。

②②②②② [ ｽ ﾀ ｰ ﾄ ][ ｽ ﾀ ｰ ﾄ ][ ｽ ﾀ ｰ ﾄ ][ ｽ ﾀ ｰ ﾄ ][ ｽ ﾀ ｰ ﾄ ] ボタンをクリックし、ボタンをクリックし、ボタンをクリックし、ボタンをクリックし、ボタンをクリックし、[ ﾌ ｧ ｲ ﾙ[ ﾌ ｧ ｲ ﾙ[ ﾌ ｧ ｲ ﾙ[ ﾌ ｧ ｲ ﾙ[ ﾌ ｧ ｲ ﾙ 名を指定して名を指定して名を指定して名を指定して名を指定して

実行実行実行実行実行（（（（（RRRRR ）））））]]]]] をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。

必ずインストール用プログラム

を使ってインストールしてください。

③③③③③ [ x : ¥ S e t u p . e x e ][ x : ¥ S e t u p . e x e ][ x : ¥ S e t u p . e x e ][ x : ¥ S e t u p . e x e ][ x : ¥ S e t u p . e x e ]と入力し、と入力し、と入力し、と入力し、と入力し、 をクリッをクリッをクリッをクリッをクリッ

クしますクしますクしますクしますクします（（（（（xxxxx にはフロッピーディスクドライブ名をにはフロッピーディスクドライブ名をにはフロッピーディスクドライブ名をにはフロッピーディスクドライブ名をにはフロッピーディスクドライブ名を

入入入入入力力力力力しししししままままますすすすす）））））。。。。。

ここではAドライブがフロッピーディスクドライブとします。
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N O T EO P E R A T I O N

④④④④④ GP - P R O / P BG P - P R O / P BG P - P R O / P BG P - P R O / P BG P - P R O / P B ⅢⅢⅢⅢⅢ f o r  W i n d o w s 9 5 f o r  W i n d o w s 9 5 f o r  W i n d o w s 9 5 f o r  W i n d o w s 9 5 f o r  W i n d o w s 9 5 画面転送アドオ画面転送アドオ画面転送アドオ画面転送アドオ画面転送アドオ

ンソフトをインストールするディレクトリを指定ンソフトをインストールするディレクトリを指定ンソフトをインストールするディレクトリを指定ンソフトをインストールするディレクトリを指定ンソフトをインストールするディレクトリを指定

します。します。します。します。します。

GP-PRO/PB Ⅲ for Windows95 Ver1.* がインストー

ルされているフォルダを指定します。

ここではCドライブにGP-PRO/PB Ⅲ for Windows95

Ver1.* がインストールされているとします。

⑤⑤⑤⑤⑤ でインストールを開始します。でインストールを開始します。でインストールを開始します。でインストールを開始します。でインストールを開始します。

⑥⑥⑥⑥⑥ でインストールを終了します。でインストールを終了します。でインストールを終了します。でインストールを終了します。でインストールを終了します。
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◆転送先タイプ

■転送設定■転送設定■転送設定■転送設定■転送設定

GP-PRO/PBⅢ for Windows95 Ver1.*に GP-PRO/PBⅢ for Windows95画面転送アドオンソフ
トを追加すると、[転送設定]のダイアログボックスに[転送先ﾀｲﾌﾟ]の項目が追加されます。また、
[転送設定]の各設定項目は一部固定になります。

転送先タイプを選
択します。

G PG PG PG PG P

GP画面作成ソフトとGPとの間でデータの送受信を行います。

メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡ

GP画面作成ソフトからメモリローダⅡへ画面データの送信を行います。

転送ケーブルを接続するシ
リアルポートを選択しま
す。

GP からデータを受信する
ためのアップロード情報
を送信するかどうかを指
定します。

GP システムの設定の情報を
必ず送信します。

セットアップは行
いません。
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⑤⑤⑤⑤⑤ [[[[[ファイルファイルファイルファイルファイル（（（（（FFFFF）））））]]]]]からからからからから[[[[[データ転送データ転送データ転送データ転送データ転送 L dL dL dL dL d →→→→→ P cP cP cP cP c（（（（（PPPPP）））））]]]]]ををををを

選択、選択、選択、選択、選択、またはまたはまたはまたはまたは をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。

④④④④④ パソコンでメモリローダパソコンでメモリローダパソコンでメモリローダパソコンでメモリローダパソコンでメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡデータ転送ツールデータ転送ツールデータ転送ツールデータ転送ツールデータ転送ツール （（（（（実実実実実

行ファイル行ファイル行ファイル行ファイル行ファイル m l o a d e r . e x em l o a d e r . e x em l o a d e r . e x em l o a d e r . e x em l o a d e r . e x e ）））））を起動します。を起動します。を起動します。を起動します。を起動します。

①①①①① 通信モードをパソコン転送モードにします。通信モードをパソコン転送モードにします。通信モードをパソコン転送モードにします。通信モードをパソコン転送モードにします。通信モードをパソコン転送モードにします。

②②②②② モードスイッチでモードスイッチでモードスイッチでモードスイッチでモードスイッチで動作モードの送信動作モードの送信動作モードの送信動作モードの送信動作モードの送信[ L d[ L d[ L d[ L d[ L d →→→→→ P c ]P c ]P c ]P c ]P c ]を選を選を選を選を選

択し、択し、択し、択し、択し、スタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定します。ます。ます。ます。ます。

モードスイッチを押すごとに動作モードが切り替わります。

N O T EO P E R A T I O N

③③③③③ 送信の開始確認画面が表示されます。送信の開始確認画面が表示されます。送信の開始確認画面が表示されます。送信の開始確認画面が表示されます。送信の開始確認画面が表示されます。

GPからアップロードしたメモリカード内の記憶データをパソコンに転送し、バックアップデー
タ（*.mem）として保存します。

・バックアップデータ（*.mem）は再編集できません。

■送信（ブロック転送）時の操作手順

3-5-4 送信（ブロック転送）

←動作モード

Ｌｄ→Ｐｃ
Ｓｔａｒｔ？

Ｌｄ＝Ｐｃ？
Ｌｄ→Ｐｃ

  3-5-2 メモリローダⅡデータ

転送ツール

⑥⑥⑥⑥⑥ アップロードしたデータを保存するフォルダとアップロードしたデータを保存するフォルダとアップロードしたデータを保存するフォルダとアップロードしたデータを保存するフォルダとアップロードしたデータを保存するフォルダと

ファイル名を指定します。ファイル名を指定します。ファイル名を指定します。ファイル名を指定します。ファイル名を指定します。

動作モードは次のように切り替わ

ります。

  3-5-1 パソコン転送時の起動

送信
（Ld→ Pc）

クリア
（Clear）

エンド
（End）

受信
（Pc→ Ld）

参照→参照→参照→参照→参照→

参照→参照→参照→参照→参照→
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⑩⑩⑩⑩⑩ をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。

⑨⑨⑨⑨⑨ スタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了します

動作モード選択画面に戻ります。

Ｌｄ＝Ｐｃ？
Ｐｃ→Ｌｄ ←動作モード

読み込みと書き込みが
数回繰り返される

Ｌｄ→Ｐｃ　＊＊
＊＊＊＊ｋＢ

Ｌｄ→Ｐｃ　ＴＸ
＊＊＊＊ｋＢ

Ｌｄ→Ｐｃ　ＷＴ
＊＊＊＊ｋＢ

Ｌｄ→Ｐｃ　ＯＫ
＊＊＊＊ｋＢ

　　↑
処理したデータサイズ

送信の終了

N O T EO P E R A T I O N

⑦⑦⑦⑦⑦ スタートスイッチで転送可能状態になります。スタートスイッチで転送可能状態になります。スタートスイッチで転送可能状態になります。スタートスイッチで転送可能状態になります。スタートスイッチで転送可能状態になります。

データ転送を中断する場合は、

[ファイル（F）]から[データ転送中断

（A）]を選択、または をクリック

します。

Ｌｄ→Ｐｃ
Ｓｔａｒｔ？

⑧⑧⑧⑧⑧ でデータ転送でデータ転送でデータ転送でデータ転送でデータ転送（（（（（送送送送送信信信信信）））））を開始します。を開始します。を開始します。を開始します。を開始します。

パソコンの画面には転送の進行状

況が表示されます。
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動作モードは次のように切り替わ

ります。

   3-5-1 パソコン転送時の起動

④④④④④ パソコンでメモリローダパソコンでメモリローダパソコンでメモリローダパソコンでメモリローダパソコンでメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡデータ転送ツールデータ転送ツールデータ転送ツールデータ転送ツールデータ転送ツール （（（（（実実実実実

行ファイル行ファイル行ファイル行ファイル行ファイル m l o a d e r . e x em l o a d e r . e x em l o a d e r . e x em l o a d e r . e x em l o a d e r . e x e ）））））を起動します。を起動します。を起動します。を起動します。を起動します。

⑤⑤⑤⑤⑤ [[[[[ファイルファイルファイルファイルファイル（（（（（FFFFF）））））]]]]]からからからからから[[[[[データ転送データ転送データ転送データ転送データ転送 P cP cP cP cP c →→→→→ L dL dL dL dL d（（（（（LLLLL）））））]]]]]ををををを

選択、選択、選択、選択、選択、またはまたはまたはまたはまたは をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。

  3-5-2 メモリローダⅡデータ

転送ツール

バックアップデータ（*.mem）をパソコンからメモリカードに転送します。

■受信（ブロック転送）時の操作手順

・ 受信はメモリカード内の記憶データをクリアしてから行なって

ください。メモリカード内に記憶データが存在する状態でアッ

プロードを行うと、異常終了となります。

  3-5-7 メモリカードのデータクリア

3-5-5 受信（ブロック転送）

①①①①① 通信モードをパソコン転送モードにします。通信モードをパソコン転送モードにします。通信モードをパソコン転送モードにします。通信モードをパソコン転送モードにします。通信モードをパソコン転送モードにします。

②②②②② モードスイッチでモードスイッチでモードスイッチでモードスイッチでモードスイッチで動作モードの受信動作モードの受信動作モードの受信動作モードの受信動作モードの受信[ P c[ P c[ P c[ P c[ P c →→→→→ L d ]L d ]L d ]L d ]L d ]を選を選を選を選を選

択し、択し、択し、択し、択し、スタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定します。ます。ます。ます。ます。

モードスイッチを押すごとに動作モードが切り替わります。

N O T EO P E R A T I O N

キャンセルする場合はモードス

イッチで動作モード選択画面に戻りま

す。

←動作モード

Ｐｃ→Ｌｄ
Ｓｔａｒｔ？

Ｌｄ＝Ｐｃ？
Ｐｃ→Ｌｄ

③③③③③ 受信の開始確認画面が表示されます。受信の開始確認画面が表示されます。受信の開始確認画面が表示されます。受信の開始確認画面が表示されます。受信の開始確認画面が表示されます。

送信
（Ld→ Pc）

クリア
（Clear）

エンド
（End）

受信
（Pc→ Ld）

参照→参照→参照→参照→参照→

参照→参照→参照→参照→参照→

参照→参照→参照→参照→参照→
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⑥⑥⑥⑥⑥ 転送するファイル転送するファイル転送するファイル転送するファイル転送するファイル（（（（（* . m e m* . m e m* . m e m* . m e m* . m e m ）））））を指定します。を指定します。を指定します。を指定します。を指定します。

⑦⑦⑦⑦⑦ スタートスイッチで転送可能状態になります。スタートスイッチで転送可能状態になります。スタートスイッチで転送可能状態になります。スタートスイッチで転送可能状態になります。スタートスイッチで転送可能状態になります。

データ転送を中断する場合は、

[ファイル（F）]から[データ転送中断

（A）]を選択、または をクリック

します。

パソコンの画面には転送の進行状

況が表示されます。

N O T EO P E R A T I O N

Ｐｃ→Ｌｄ
Ｓｔａｒｔ？

⑧⑧⑧⑧⑧ でデータ転送でデータ転送でデータ転送でデータ転送でデータ転送（（（（（受受受受受信信信信信）））））を開始します。を開始します。を開始します。を開始します。を開始します。

読み込みと書き込みが
数回繰り返される

Ｐｃ→Ｌｄ　＊＊
＊＊＊＊ｋＢ

Ｐｃ→Ｌｄ　ＲＸ
＊＊＊＊ｋＢ

Ｐｃ→Ｌｄ　ＷＴ
＊＊＊＊ｋＢ

Ｐｃ→Ｌｄ　ＯＫ
＊＊＊＊ｋＢ

　　↑
処理したデータサイズ

受信の終了
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送信
（Ld→ Pc）

クリア
（Clear）

エンド
（End）

受信
（Pc→ Ld）

パソコンからメモリローダⅡへ画面データを書き込みます。

この機能はGP-PRO/PBⅢ for Windows95 Ver.1.*に GP-PRO/PBⅢ for Windows95画面転送
アドオンソフトを追加することにより使用できます。GP-PRO/PBⅢ for Windows95 Ver.2.0
以上をご使用の場合、アドオンソフトのインストールは不要です。

・ GP-*30シリーズ、GP-*50シリーズ、CGPシリーズおよびEasy

シリーズでは、画面転送は対応していません。

■受信（画面転送）時の操作手順

・ 受信はメモリカード内の記憶データをクリアしてから行なって

ください。メモリカード内に記憶データが存在する状態でアッ

プロードを行うと、異常終了となります。

  3-5-7 メモリカードのデータクリア

3-5-6 受信（画面転送）

←動作モード
Ｌｄ＝Ｐｃ？
Ｐｃ→Ｌｄ

キャンセルする場合はモードス

イッチで動作モード選択画面に戻りま

す。
Ｐｃ→Ｌｄ
Ｓｔａｒｔ？

①①①①① 通信モードをパソコン転送モードにします。通信モードをパソコン転送モードにします。通信モードをパソコン転送モードにします。通信モードをパソコン転送モードにします。通信モードをパソコン転送モードにします。

②②②②② モードスイッチでモードスイッチでモードスイッチでモードスイッチでモードスイッチで動作モードの受信動作モードの受信動作モードの受信動作モードの受信動作モードの受信[ P c[ P c[ P c[ P c[ P c →→→→→ L d ]L d ]L d ]L d ]L d ]を選を選を選を選を選

択し、択し、択し、択し、択し、スタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定します。ます。ます。ます。ます。

モードスイッチを押すごとに動作モードが切り替わります。

N O T EO P E R A T I O N

③③③③③ 受信の開始確認画面が表示されます。受信の開始確認画面が表示されます。受信の開始確認画面が表示されます。受信の開始確認画面が表示されます。受信の開始確認画面が表示されます。

⑨⑨⑨⑨⑨ スタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了します

動作モード選択画面に戻ります。

N O T EO P E R A T I O N

Ｌｄ＝Ｐｃ？
Ｐｃ→Ｌｄ ←動作モード

⑩⑩⑩⑩⑩ をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。

動作モードは次のように切り替わ

ります。

   3-5-1 パソコン転送時の起動

参照→参照→参照→参照→参照→

参照→参照→参照→参照→参照→
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⑦⑦⑦⑦⑦ スタートスイッチで転送可能状態になります。スタートスイッチで転送可能状態になります。スタートスイッチで転送可能状態になります。スタートスイッチで転送可能状態になります。スタートスイッチで転送可能状態になります。

⑤⑤⑤⑤⑤ [[[[[設定設定設定設定設定（（（（（SSSSS）））））]]]]]からからからからから[[[[[設定設定設定設定設定（（（（（SSSSS）））））]]]]]を選択、を選択、を選択、を選択、を選択、またはまたはまたはまたはまたは

をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。

  GP画面作成ソフトに付属のオ

ペレーションマニュアル

  GP画面作成ソフトに付属のオ

ペレーションマニュアル

④④④④④ G PG PG PG PG P 画面作成ソフトで画面作成ソフトで画面作成ソフトで画面作成ソフトで画面作成ソフトで[[[[[ 画面の転送画面の転送画面の転送画面の転送画面の転送]]]]] をオープンしまをオープンしまをオープンしまをオープンしまをオープンしま

す。す。す。す。す。

N O T EO P E R A T I O N

Ｐｃ→Ｌｄ
Ｓｔａｒｔ？

⑥⑥⑥⑥⑥ [[[[[ 転送設定転送設定転送設定転送設定転送設定]]]]] の転送先タイプでの転送先タイプでの転送先タイプでの転送先タイプでの転送先タイプで「「「「「ﾒ ﾓ ﾘ ﾛ ｰ ﾀ ﾞﾒ ﾓ ﾘ ﾛ ｰ ﾀ ﾞﾒ ﾓ ﾘ ﾛ ｰ ﾀ ﾞﾒ ﾓ ﾘ ﾛ ｰ ﾀ ﾞﾒ ﾓ ﾘ ﾛ ｰ ﾀ ﾞ」」」」」を選択を選択を選択を選択を選択

し、し、し、し、し、 で確定します。で確定します。で確定します。で確定します。で確定します。

⑧⑧⑧⑧⑧ [[[[[ 転送転送転送転送転送（（（（（TTTTT ）））））]]]]] からからからからから[[[[[ 画面を送信画面を送信画面を送信画面を送信画面を送信（（（（（SSSSS ）））））]]]]] を選択、を選択、を選択、を選択、を選択、またはまたはまたはまたはまたは

をクリックして送信を実行します。をクリックして送信を実行します。をクリックして送信を実行します。をクリックして送信を実行します。をクリックして送信を実行します。

現在開いているプロジェクトファイルが転送準備（コンパ

イル）されていない場合は、自動的にGP用のデータとし

て準備されます。

転送先タイプが「ﾒﾓﾘﾛｰﾀﾞ」の場

合、「ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ情報の設定」、ｼﾘｱﾙ

ﾎﾟｰﾄの設定」、「転送先ﾀｲﾌﾟ」以外

の項目は固定になります。

参照→参照→参照→参照→参照→

参照→参照→参照→参照→参照→
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Ｌｄ＝Ｐｃ？
Ｐｃ→Ｌｄ ←動作モード

N O T EO P E R A T I O N

読み込みと書き込みが
数回繰り返される

Ｐｃ→Ｌｄ　＊＊
＊＊＊＊ｋＢ

Ｐｃ→Ｌｄ　ＲＸ
＊＊＊＊ｋＢ

Ｐｃ→Ｌｄ　ＷＴ
＊＊＊＊ｋＢ

Ｐｃ→Ｌｄ　ＯＫ
＊＊＊＊ｋＢ

　　↑
処理したデータサイズ

受信の終了

転送を中断する→ 

⑨⑨⑨⑨⑨ スタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了します

動作モード選択画面に戻ります。

⑩⑩⑩⑩⑩ をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。をクリックします。

⑪⑪⑪⑪⑪ [[[[[ 転送転送転送転送転送（（（（（TTTTT ）））））]]]]] からからからからから[[[[[ 終了終了終了終了終了（（（（（XXXXX ）））））]]]]] を選択、を選択、を選択、を選択、を選択、またはまたはまたはまたはまたは ををををを

クリックして、クリックして、クリックして、クリックして、クリックして、[[[[[ 画面の転送画面の転送画面の転送画面の転送画面の転送]]]]] を終了します。を終了します。を終了します。を終了します。を終了します。
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送信
（Ld→ Pc）

クリア
（Clear）

エンド
（End）

受信
（Pc→ Ld）

⑤⑤⑤⑤⑤ スタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了しますスタートスイッチで終了します

動作モード選択画面に戻ります。

④④④④④ スタートスイッチでクリアを開始します。スタートスイッチでクリアを開始します。スタートスイッチでクリアを開始します。スタートスイッチでクリアを開始します。スタートスイッチでクリアを開始します。

メモリカード内の記憶データを初期化します。

  ・ メモリカードのデータクリアは「GP転送」モードでも行えます。

  3-4-5 メモリカードのデータクリア

■データクリア時の操作手順

3-5-7 メモリカードのデータクリア

①①①①① 通信モードをパソコン転送モードにします。通信モードをパソコン転送モードにします。通信モードをパソコン転送モードにします。通信モードをパソコン転送モードにします。通信モードをパソコン転送モードにします。

②②②②② モードスイッチで動作モードのクリアモードスイッチで動作モードのクリアモードスイッチで動作モードのクリアモードスイッチで動作モードのクリアモードスイッチで動作モードのクリア[ C l e a r ][ C l e a r ][ C l e a r ][ C l e a r ][ C l e a r ]を選を選を選を選を選

択し、択し、択し、択し、択し、スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。

モードスイッチを押すごとに動作モードが切り替わります。

N O T EO P E R A T I O N

Ｌｄ＝Ｐｃ？
Ｃｌｅａｒ ←動作モード

キャンセルする場合はモードス

イッチを押すと動作モード選択画面に

戻ります。

Ｃｌｅａｒ
Ｓｔａｒｔ？

③③③③③ クリアの開始確認画面が表示されます。クリアの開始確認画面が表示されます。クリアの開始確認画面が表示されます。クリアの開始確認画面が表示されます。クリアの開始確認画面が表示されます。

Ｃｌｅａｒ
＊＊＊＊ｋＢ

動作モード　
 ↓

Ｃｌｅａｒ　ＯＫ
＊＊＊＊ｋＢ

　　↑
処理したデータサイズ

データクリアの終了

Ｌｄ＝Ｐｃ？
Ｐｃ→Ｌｄ ←動作モード

動作モードは次のように切り替わ

ります。

  3-5-1 パソコン転送時の起動

参照→参照→参照→参照→参照→

参照→参照→参照→参照→参照→
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送信
（Ld→ Pc）

クリア
（Clear）

エンド
（End）

受信
（Pc→ Ld）

Ｍｏｄｅ？
Ｌｄ＝Ｇｐ ←通信モード

パソコン転送モードからメモリローダ Ⅱを終了します。

■パソコン転送終了時の操作手順

3-5-8 パソコン転送の終了

N O T EO P E R A T I O N

①①①①① 受信、受信、受信、受信、受信、送信、送信、送信、送信、送信、クリアの各処理終了後、クリアの各処理終了後、クリアの各処理終了後、クリアの各処理終了後、クリアの各処理終了後、動作モード選動作モード選動作モード選動作モード選動作モード選

択画面に戻ります。択画面に戻ります。択画面に戻ります。択画面に戻ります。択画面に戻ります。

②②②②② モードスイッチで動作モードのエンドモードスイッチで動作モードのエンドモードスイッチで動作モードのエンドモードスイッチで動作モードのエンドモードスイッチで動作モードのエンド[ E n d ][ E n d ][ E n d ][ E n d ][ E n d ]を選択を選択を選択を選択を選択

し、し、し、し、し、スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。

通信モード選択画面に戻ります。

Ｌｄ＝Ｐｃ？
Ｐｃ→Ｌｄ ←動作モード

③③③③③ メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡの電源をの電源をの電源をの電源をの電源を O F FO F FO F FO F FO F F にします。にします。にします。にします。にします。

メモリローダⅡは停止し、画面表示が消えます。

④④④④④ G PG PG PG PG P の電源をの電源をの電源をの電源をの電源を O F FO F FO F FO F FO F F にします。にします。にします。にします。にします。

⑤⑤⑤⑤⑤メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡををををを G PG PG PG PG P から切り離します。から切り離します。から切り離します。から切り離します。から切り離します。

Ｌｄ＝Ｐｃ？
Ｅｎｄ ←動作モード

動作モードは次のように切り替わ

ります。
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3-6 メンテナンス

メモリカードやメモリローダ Ⅱについての診断を行います。

3-6-1 メンテナンス時の起動

①①①①① メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡの電源をの電源をの電源をの電源をの電源を O NO NO NO NO N にします。にします。にします。にします。にします。

起動メッセージ、メモリローダⅡのバージョンが表示さ

れ、メモリローダⅡが起動されます。

N O T EO P E R A T I O N

Ｍｅｍｏｒｙ
Ｌｏａｄｅｒ

←起動メッセージ（約 1 秒）

Ｖｅｒ＊．＊＊ ←バージョン表示（約 1 秒）

②②②②② モードスイッチで通信モードのメンテナンスモードスイッチで通信モードのメンテナンスモードスイッチで通信モードのメンテナンスモードスイッチで通信モードのメンテナンスモードスイッチで通信モードのメンテナンス

[M a i n t a i n ][ M a i n t a i n ][ M a i n t a i n ][ M a i n t a i n ][ M a i n t a i n ]を選択し、を選択し、を選択し、を選択し、を選択し、スタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定しスタートスイッチで確定し

ます。ます。ます。ます。ます。

モードスイッチを押すごとに通信モードが切り替わります。

Ｍｏｄｅ？
Ｍａｉｎｔａｉｎ ←通信モード

←動作モード
Ｍａｉｎｔ？
Ｄａｔａ

メモリローダⅡを起動し、通信モードをメンテナンスモードにします。

■メンテナンス時の操作手順

電池は非常用です。メモリローダ

Ⅱにはあらかじめ付属のACアダプタを

接続して使用してください。

通信モードは次のように切り替わ

ります。

GP 転送
（Ld＝ Gp）

パソコン転送
（Ld＝ Pc）

メンテナンス
（Maintain）

→

→

→
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自己診断
（Test）

エンド
（End）

データ確認
（Data）

Ｍａｉｎｔ？
Ｄａｔａ ←動作モード

3-6-2 データ確認

①①①①① 通信モードをメンテナンスモードにします。通信モードをメンテナンスモードにします。通信モードをメンテナンスモードにします。通信モードをメンテナンスモードにします。通信モードをメンテナンスモードにします。

②②②②② モードスイッチでモードスイッチでモードスイッチでモードスイッチでモードスイッチで動作モードのデータ確認動作モードのデータ確認動作モードのデータ確認動作モードのデータ確認動作モードのデータ確認[ D a t a ][ D a t a ][ D a t a ][ D a t a ][ D a t a ]

を選択します。を選択します。を選択します。を選択します。を選択します。

モードスイッチを押すごとに動作モードが切り替わります。

N O T EO P E R A T I O N

③③③③③ スタートスイッチでデータ確認を開始します。スタートスイッチでデータ確認を開始します。スタートスイッチでデータ確認を開始します。スタートスイッチでデータ確認を開始します。スタートスイッチでデータ確認を開始します。

モードスイッチを押すごとに表示する項目が切り替わります。

←動作モード
Ｍａｉｎｔ？
Ｄａｔａ

メモリカード内の記憶データの内容を表示して確認できます。

■データ確認時の操作手順

キャンセルする場合はモードス

イッチで動作モード選択画面に戻りま

す。

←コアID
← PLC タイプ

＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊

↓↓↓↓↓

＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊

↓↓↓↓↓

Ｎｏ．＊＊
＊＊＊＊ｋＢ

↓↓↓↓↓

ＩＤ　　　　＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊

↓↓↓↓↓

← GP タイプ

←バージョン

←機種 No.
←データサイズ

④④④④④ スタートスイッチでデータ確認を終了します。スタートスイッチでデータ確認を終了します。スタートスイッチでデータ確認を終了します。スタートスイッチでデータ確認を終了します。スタートスイッチでデータ確認を終了します。

動作モード選択画面に戻ります。

動作モードは次のように切り替わ

ります。

参照→参照→参照→参照→参照→  3-6-1 メンテナンス時の起動
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自己診断
（Test）

エンド
（End）

データ確認
（Data）

3-6-3 自己診断

メモリローダⅡの自己診断機能には、以下の8つがあります。

SRAMチェック ：SRAMのリード/ライトチェック

FEPROMチェック ：FEPROMのチェックサムチェック

メモリカードチェック：メモリカードのリード/ライトチェック

GPインターフェイス ループバックチェック ：ミニ丸Din8ピンのループバックチェック

パソコンインターフェイス ループバックチェック ：Dsub25ピンのループバックチェック

バッテリーチェック ：電源電圧の低下チェック

スイッチ入力チェック：スタートスイッチ、モードスイッチの入力チェック

LCD表示チェック ：LCDの表示パターンチェック

■自己診断時の操作手順

①①①①① 通信モードをメンテナンスモードにします。通信モードをメンテナンスモードにします。通信モードをメンテナンスモードにします。通信モードをメンテナンスモードにします。通信モードをメンテナンスモードにします。

②②②②② モードスイッチでモードスイッチでモードスイッチでモードスイッチでモードスイッチで動作モードの自己診断動作モードの自己診断動作モードの自己診断動作モードの自己診断動作モードの自己診断[ T e s t ][ T e s t ][ T e s t ][ T e s t ][ T e s t ] ををををを

選択し、選択し、選択し、選択し、選択し、スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。

モードスイッチを押すごとに動作モードが切り替わります。

N O T EO P E R A T I O N

③③③③③ モードスイッチで自己診断の項目を選択します。モードスイッチで自己診断の項目を選択します。モードスイッチで自己診断の項目を選択します。モードスイッチで自己診断の項目を選択します。モードスイッチで自己診断の項目を選択します。

モードスイッチを押すごとに診断する項目が切り替わります。

←動作モード
Ｍａｉｎｔ？
Ｔｅｓｔ

Ｔｅｓｔ？
Ｓｒａｍ

↓↓↓↓↓

Ｔｅｓｔ？
Ｆｅｐｒｏｍ

↓↓↓↓↓

Ｔｅｓｔ？
Ｃａｒｄ

↓↓↓↓↓

Ｔｅｓｔ？
Ｔｏｏｌｃｏｎ

↓↓↓↓↓

↓↓↓↓↓

←SRAM チェック

←FEPROM チェック

←メモリカードチェック

←GP インターフェイス
  ループバックチェック   ■ループバックチェック

Ｔｅｓｔ？
ＲＳ２３２ｃ ←パソコンインターフェイス

  ループバックチェック

  ■メモリカードチェック

メモリカードチェックを実行す

ると、メモリカード内のデータはクリ

アされます。

  3-6-1 メンテナンス時の起動

動作モードは次のように切り替わ

ります。

参照→参照→参照→参照→参照→

参照→参照→参照→参照→参照→

参照→参照→参照→参照→参照→
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←ＮＧ表示
←エラーデータ

＊＊＊＊　　ＯＫ

テスト項目　
 ↓

＊＊＊＊　　ＮＧ
＊＊＊＊　　＊＊

テスト項目　
 ↓

←ＯＫ表示

正常終了した場合

異常終了した場合

④④④④④ スタートスイッチで診断を開始します。スタートスイッチで診断を開始します。スタートスイッチで診断を開始します。スタートスイッチで診断を開始します。スタートスイッチで診断を開始します。

診断結果により、[ＯＫ]または[ＮＧ]を表示します。

⑤⑤⑤⑤⑤ スタートスイッチで終了します。スタートスイッチで終了します。スタートスイッチで終了します。スタートスイッチで終了します。スタートスイッチで終了します。

自己診断の項目選択画面に戻ります。

Ｔｅｓｔ？
Ｅｎｄ

Ｍａｉｎｔ？
Ｄａｔａ ←動作モード

Ｔｅｓｔ？
Ｓｒａｍ

⑥⑥⑥⑥⑥ モードスイッチでモードスイッチでモードスイッチでモードスイッチでモードスイッチで[ E n d ][ E n d ][ E n d ][ E n d ][ E n d ]を選択し、を選択し、を選択し、を選択し、を選択し、スタートスイッスタートスイッスタートスイッスタートスイッスタートスイッ

チで自己診断を終了します。チで自己診断を終了します。チで自己診断を終了します。チで自己診断を終了します。チで自己診断を終了します。

動作モード選択画面に戻ります。

  ■スイッチ入力チェック

スイッチ入力チェックの場合の

み、スタートスイッチとモードスイッ

チの同時入力で終了します。

N O T EO P E R A T I O N

  ■スイッチ入力チェック

  ■LCD表示チェック

  ■バッテリーチェック

↓↓↓↓↓

Ｔｅｓｔ？
Ｂａｔｔｅｒｙ

↓↓↓↓↓

Ｔｅｓｔ？
Ｓｗｉｔｃｈ

↓↓↓↓↓

Ｔｅｓｔ？
Ｌｃｄ

Ｔｅｓｔ？
Ｅｎｄ

↓↓↓↓↓

←バッテリーチェック

←スイッチ入力チェック

←LCD 表示チェック

←自己診断の終了

参照→参照→参照→参照→参照→

参照→参照→参照→参照→参照→

参照→参照→参照→参照→参照→

参照→参照→参照→参照→参照→
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■ループバックチェック

各コネクタの制御ライン、送受信のラインのチェックです。

◆GPインターフェイス ループバックチェック

GPインターフェイス ループバックチェックはGPインターフェイスにGPインターフェイス用
ループバックケーブルを装着してテストを実行します。

GPインターフェイス用ループバックケーブル（ミニ丸Din8ピンソケット）

◆パソコンインターフェイス ループバックチェック

パソコンインターフェイス ループバックチェックは、パソコンインターフェイスにパソコンイ
ンターフェイス用ループバックケーブルを装着してテストを実行します。

パソコンインターフェイス用ループバックケーブル（Dsub25ピンソケット）

2  SD
3  RD
4  RS
5  CS
7  GND
8  CD
20 ER

1  RD
2  GND
3  CS
4  SD
5  CD
6  RS
7  ER
8  Vcc

Ｃａｒｄ　　ＯＫ

■メモリカードチェック

メモリカードのリード/ライトチェックです。

・ メモリカードチェックを実行すると、メモリカード内のデータ

はクリアされます。

メモリカードは正常です。

Ｃａｒｄ　　ＮＧ
＊＊＊＊＊　＊＊

メモリカードは異常です。

メモリカードチェックの結果がNGの場合、以下の原因が考えられます。

・ メモリカードが書き込み不可になっている。

・ メモリカードがメモリローダ Ⅱに対応していない。
使用可能メモリカード：富士通（株）製　MB98A81273（4M FROM 5V単一）

・ メモリカードが壊れている。
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ＤＥＦＧＨＩＪＫ

■LCD表示チェック

LCD表示チェックでは、診断を開始すると上段と下段にアルファベットがシフト表示されます。

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯＰ
ＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺをシフト表示

■スイッチ入力チェック

スイッチ入力チェックでは、診断を開始すると下記の画面が表示されます。各スイッチを入力し
て診断します。モードスイッチとスタートスイッチを同時に押すとチェックが終了します。

Ｓｗｉｔｃｈ
＊＊＊＊＊＊

モードスイッチを入力すると[ＭＯＤＥ]を表示
スタートスイッチを入力すると[ＳＴＡＲＴ]を表示

ＬＣＤ  ＴＥＳＴ
ＣＯＭＰＬＥＴＥ

チェック終了

Ｂａｔｔ     ＯＫ

■バッテリーチェック

電源電圧低下のチェックです。

電池の電圧は正常です。

Ｂａｔｔ     ＮＧ 電池を交換してください。

Ｂａｔｔ  Ｌｏｗ 電池が消耗しています。

Ｂａｔｔ  Ａｄｐ ACアダプタが接続されています。
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自己診断
（Test）

エンド
（End）

データ確認
（Data）

3-6-4 メンテナンスの終了

Ｍｏｄｅ？
Ｌｄ＝Ｇｐ ←通信モード

N O T EO P E R A T I O N

①①①①① メンテナンス処理終了後、メンテナンス処理終了後、メンテナンス処理終了後、メンテナンス処理終了後、メンテナンス処理終了後、動作モード選択画面に動作モード選択画面に動作モード選択画面に動作モード選択画面に動作モード選択画面に

戻ります。戻ります。戻ります。戻ります。戻ります。

②②②②② モードスイッチで動作モードのエンドモードスイッチで動作モードのエンドモードスイッチで動作モードのエンドモードスイッチで動作モードのエンドモードスイッチで動作モードのエンド[ E n d ][ E n d ][ E n d ][ E n d ][ E n d ]を選択を選択を選択を選択を選択

し、し、し、し、し、スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。スタートスイッチで確定します。

通信モード選択画面に戻ります。

Ｍａｉｎｔ？
Ｄａｔａ ←動作モード

Ｍａｉｎｔ？
Ｅｎｄ ←動作モード

③③③③③ メモリローダメモリローダメモリローダメモリローダメモリローダⅡⅡⅡⅡⅡの電源をの電源をの電源をの電源をの電源を O F FO F FO F FO F FO F F にします。にします。にします。にします。にします。

メモリローダⅡは停止し、画面表示が消えます。

メンテナンスモードからメモリローダ Ⅱを終了します。

■メンテナンス終了時の操作手順

動作モードは次のように切り替わ

ります。
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4-1-1 メモリローダⅡに表示されるエラーメッセージ

第４章　　エラーメッセージ

4-1 エラーメッセージ

メモリローダ Ⅱの通信が異常終了するとメモリローダ Ⅱやパソコンにエラーメッセージが表示され
ます。

メモリローダⅡに表示されるエラーメッセージについて示します。

←エラーメッセージ
Ｌｄ→Ｇｐ　ＮＧ
＊＊＊＊＊＊＊＊

ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ エラー内容 発生原因 対処方法
Cd1 Err/
Cd2 Err

マニュアルで指定されている､メモリ
カード以外を使用した。

指定されているメモリカードをご使用く
ださい。

Cd3 Err
メモリカードを挿入せずにメモリローダ
Ⅱを動かした。

メモリカードを挿入してから操作してく
ださい。

Cd4 Err
アップロードの際、GPのデータがメモリ
カードの容量を越えていた。

GPのデータ容量を確認し、同容量以上の
メモリカードをご使用ください。

Cd5 Err
メモリカードのライトプロテクトがON
（書き込み不可）の状態で・アップロー
ド・受信・クリアを行なった。

メモリカードのライトプロテクトをOFF
（書き込み可能）にしてから処理してく
ださい。

Cd6 Err
メモリカードへの書き込み／読み出しに
失敗した。

メモリカードをクリアしてから処理をや
り直してください。

Data Err
メモリカード
エラー

メモリカードがクリアされていない状態
でアップロードまたは受信を行った。

メモリカードをクリアしてから処理をや
り直してください。

データの書き込まれていないメモリカー
ドでダウンロードした。

アップロードまたは受信でデータをメモ
リカードに書き込んでからダウンロード
してください。

Type Err GP機種不一致
ダウンロードの際、メモリカードに保管
されているデータとダウンロードするGP
の機種またはプロトコル異なっていた。

メンテナンスモードでメモリカードの
データ確認を行ない、ダウンロードする
GPの機種を確認してください。

Pass Err
パスワード
不一致

画面データをGP70シリーズへダウンロー
ドする際、既にGPに設定されているパス
ワードとGP画面作成ソフトで設定したパ
スワードが異なっていた。

GP画面作成ソフトで設定したパスワード
とGPに設定されているパスワードを確認
して同じパスワードを入れてください。

Tx1 Err
通信データ・

GPまたはパソコンと通信中にケーブルを
抜き差しした。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

コマンド異常 GPまたはパソコンと通信中にGP、パソコ
ンの電源をOFFにし、再びONにした。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。
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ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ エラー内容 発生原因 対処方法

Tx2 Err 通信エラー2
GPまたはパソコンと通信中にケーブルを
抜き差しした。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

ﾊﾟﾘﾃｨ･ｵｰﾊﾞｰﾗ
ﾝ･ﾌﾚﾐﾝｸﾞｴﾗｰ

GPまたはパソコンと通信中にGP、パソコ
ンの電源をOFFにし、再びONにした。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

HS Err 通信エラー3
GPまたはパソコンと通信中にケーブルを
抜き差しした。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

HSリンクエラー
GPと通信中にGPの電源をOFFにし、再び
ONにした。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

Gp Err**
GP本体での書き
込みエラー

ダウンロードの際、GPへ正常に書き込み
できなかった。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

Batt Err
メモリローダⅡ
の電源電圧低下

バッテリーの電源電圧が低下した。 電池を交換するか、ACアダプタを接続
し、もう一度処理を行ってください。

Size Err
データサイズ不
一致

ダウンロードの際、メモリカードのデー
タよりGPのデータサイズが小さかった。

メンテナンスモードで、メモリカードの
データサイズを確認して対象のGPへダウ
ンロードしてください。

エラーメッセージ 発生原因 対処方法

メモリローダⅡの準備が
できていません

電池のバッテリー切れで、メモリローダ
Ⅱの電源が入っていない。

メモリローダⅡの電源を確認して電源を
ONにしてもLCDに表示されない場合は、
電池を交換するか、ACアダプタをお使い
ください。

書き込みエラー(メモリ
カード異常)

メモリカードがクリアされていないのに
パソコン転送・受信を行った。

メモリローダⅡへデータを書込む場合
は、メモリカードをクリアしてから処理
してください。

マニュアルで指定されているメモリカー
ド以外を使用した。

指定されているメモリカードをお使いく
ださい。

メモリカードのライトプロテクトがON
（書き込み不可）になった状態でパソコ
ン転送・受信を行った。

メモリカードのライトプロテクトをOFF
（書き込み可能）にしてから処理してく
ださい。

コマンドパラメータ異常
メモリローダⅡと通信中にケーブルを抜
き差しした。

もう一度、処理をやり直してください。

接続ケーブル配線が異なっている。 ケーブル配線を確認してください。

容量オーバー(メモリ不
足)

パソコン転送・受信で指定したファイル
のデータがメモリカードの容量を越えて
いた。

GPのデータ容量を確認して、同容量以上
のメモリカードをお使いください。

チェックサムエラー
(チェックサム異常)

メモリローダⅡと通信中にケーブルを抜
き差しした。

もう一度、処理をやり直してください。

接続ケーブル配線が異なっている。 ケーブル配線を確認してください。

4-1-2 パソコンに表示されるエラーメッセージ

パソコン転送で画面転送の際、パソコンに表示されるエラーメッセージについて示します。

例）
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エラーメッセージ 発生原因 対処方法

指定バンク無し(バンク数
オーバー)

メモリローダⅡと通信中にケーブルを抜
き差しした。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

通信タイムアウト
メモリローダⅡと通信中にケーブルを抜
き差しした。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

接続ケーブル配線が異なっている。 ケーブル配線を確認してください。

記憶データ無し
データの書き込みされていないメモリ
カードでパソコン転送・送信した。

アップロードでGPよりデータをメモリ
カードに書込んでからパソコン転送・送
信をしてください。

指定ブロック番号抜け
メモリローダⅡと通信中にケーブルを抜
き差しした。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

コマンド無効
メモリローダⅡと通信中にケーブルを抜
き差しした。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

カード無し
メモリローダⅡにメモリカードが挿入さ
れていない。

メモリローダⅡにメモリカードを挿入し
てもう一度行ってください。

処理中断(アップロード、
ダウンロード)

処理を途中で中断させた。 メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

COMポートをオープンでき
ませんでした

パソコンの通信ポートにメモリローダⅡ
との接続ケーブルがつながっていない場
合表示されます。

メモリローダⅡと接続しているポートを
確認して設定し直してください。

送信タイムアウトエラー
メモリローダⅡと通信中にケーブルを抜
き差しした。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

接続ケーブル配線が異なる場合表示され
ます。

ケーブル配線を確認してください。

受信タイムアウトエラー
メモリローダⅡと通信中にケーブルを抜
き差しした。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

接続ケーブル配線が異なる場合表示され
ます。

ケーブル配線を確認してください。

受信パリティエラー
メモリローダⅡと通信中にケーブルを抜
き差しした。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

接続ケーブル配線が異なっている。 ケーブル配線を確認してください。

受信オーバーランエラー
メモリローダⅡと通信中にケーブルを抜
き差しした。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

接続ケーブル配線が異なっている。 ケーブル配線を確認してください。

受信フレーミングエラー
メモリローダⅡと通信中にケーブルを抜
き差しした。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

接続ケーブル配線が異なっている。 ケーブル配線を確認してください。

チェックサムエラー
メモリローダⅡと通信中にケーブルを抜
き差しした。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

ヘッダーデータエラー
メモリローダⅡと通信中にケーブルを抜
き差しした。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

受信データに誤りがあり
ます

メモリローダⅡと通信中にケーブルを抜
き差しした。

メモリローダⅡの電源をOFFにした後、
処理をやり直してください。

ファイルが見つかりませ
ん

指定したファイル名が正しくない。 ファイル名を確認してからもう一度入力
し直してください。

パスが不正です
指定したファイルのディレクトリが正し
くない。

ディレクトリを確認してからもう一度入
力し直してください。

オープンファイルが多す
ぎます

オープンしているファイルが多すぎる。 使用しないファイルを閉じてから処理を
もう一度行なってください。
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4-1 エラーメッセージ

エラーメッセージ 発生原因 対処方法

ファイルアクセス禁止
ライトプロテクトがOnになっているファ
イルに書き込みした。

ライトプロテクトをOffにしてから、も
う一度処理を行なってください。

READ ONLYファイルに書き込みした場合
表示されます。

ファイルの属性を変更するか、別ファイ
ル名で保存してください。

ディレクトリがいっぱい
です

ディレクトリ内のファイル数が最大値を
越えた。

不要なファイルを削除するか、別ディレ
クトリを指定してください。

ハードウェアエラー
ご使用されているパソコンに不良がある
ことが考えられる。

別のパソコンで実行させてください。

ディスクがいっぱいです
ディスクの容量が一杯になった。 不要なファイルを削除するか、別のディ

スクをご使用ください。

ファイルの終わりに到達
しました

何らかの原因で、ファイルが破損した。 このような場合、破損したファイルを完
全に修復することはできません。保管さ
れているファイルのバックアップをとっ
ておくようにしてください。
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